
横浜市立権太坂小学校

＊赤字が今回の改訂　令和８年６月２日

緊急時には、各ご家庭で次のような対応をお願いいたします。

①大地震発生　震度５強以上の地震が観測されたとき

②「南海トラフ地震に関連する情報」が発表されたとき

③次の警報が発令されたとき

　暴風警報　大雪警報　暴風雪警報　降灰予報　特別警報
　大雨、洪水、土砂災害のレベル４危険警報

④Jアラートの緊急情報対象地域に神奈川県が含まれるとき

⑤市内鉄道会社全社の計画運休が判明したとき

＜大地震＞

　学校から指示があるまで、自宅待機させてください。

＜「南海トラフ地震に関連する情報」の発表＞

　通常通り登校。

ただし、学校から休校の連絡が届いた場合は、臨時休校になります。

＜暴風警報・大雪警報・暴風雪警報・降灰予報・特別警報・大雨、洪水、土砂災害
のレベル４危険警報＞

午前6時の時点で、神奈川県全域または神奈川県東部、横浜市南部に上記のいずれ
かの警報が発令されているときは、臨時休校になります。
※学校からのメール配信はありません。

＜Jアラート発令（神奈川県）＞

学校から指示があるまで、自宅待機させてください。

＜市内鉄道会社全社の計画運休＞

臨時休校になります。

＜暴風警報・大雪警報・暴風雪警報・降灰予報・特別警報・大雨、洪水、土砂災害
のレベル４危険警報＞

　引き渡しでの下校になります。

原則として、保護者の方に引き渡すまでは、児童を学校に留め置きます。

＜Jアラート発令（神奈川県）＞

　安全が確認できるまで、学校待機。

＜大地震＞

学校か自宅か近い方に避難する。
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緊急時（自然災害等）登下校
対応マニュアル

※上記の場合以外にも、災害状況や交通機関の運行状況等により、引き渡しでの下
校になる場合もあります。

※立っていられないくらいの大きな揺れを感じた場合は、揺れが落ち着くのを待っ
てから、学校か自宅の近い方に避難してください。避難するときは、近くにいる人
でまとまって避難してください。

登校前



○上記の①～④の情報は、横浜気象台ホームページでもご確認いただけます。

○早朝のメール配信やホームページの書き換えは、職員の被災、停電、メールシステムダウン
　等で、不可能、または、遅れる場合があります。メール受信の有無で判断しようとすると、
　警報が出ている悪天候の中に登校してしまうなどの危険が生じますので、まずは「警報」に
　より、各ご家庭にてご判断ください。

○残留児童の安全確保と指導を優先しますので、「第一報連絡」以後のメール配信内容の変更
　を、電話にて遂次連絡していくことは困難です。メール配信に加入している方から連絡を受
　けられるようにしてください。

○悪天候で判断して休んだり遅れたりする場合、欠席、遅刻とはしません。欠席連絡は入れて
　ください。

○上記以外の緊急事態の場合は、速やかに「授業繰り上げ」措置を行い、引き渡しでの下校と
　する可能性があります。その場合は、メール配信で連絡をします。

○大地震の場合は、電話による連絡はできません。メール配信は行いますが、通信状況によっ
　ては、送受信が大幅に遅れる場合も考えられます。


